
令和 3 年

第 12 回

行橋市教育委員会

教育委員会会議録

令和3年11月30日(火)



1 招集日時
15 時 0 分

2 招集場所
5階　５０１会議室

3 出席委員

教育長職務代理者 金澤　精子
委　　員 水谷　知子
委　　員 村上　信哉
委　　員 桃坂　克己

4 出席職員等 長尾教育長
辛嶋教育部長
吉本教育総務課長
吉田指導室長
川中学校管理課長
木村防災食育センター長
増田生涯学習課長
丸山文化課長
門司スポーツ振興課長
井上教育政策係長

5 議題及び議事の大要

別紙

6 閉会 16 時 23 分

議 事 録 調 製 者

教育長職務代理者

教 育 長

教育委員会会議録

令和3年11月30日(火)



1 
 

令和３年１１月３０日 

開議  １５時００分 

〇教育政策係長 井上尚史君 

 それでは、定刻になりましたので、ただいまから令和３年度第１２回の定例教育委員

会を開催いたします。 

 事前にお送りさせていただきました資料から差し替えがありましたので、机上にて配

付させていただいております。 

 それでは、長尾教育長、お願いいたします。 

 

１．開会 

〇教育長 長尾明美君 

 では、定足数に達しておりますので、令和３年第１２回定例教育委員会を開会いたし

ます。 

 

２．前回会議録の承認 

〇教育長 長尾明美君 

 それでは、前回会議録の承認を議題といたします。この件について何か御意見等はあ

りませんでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

ありがとうございます。 

ないようですので、承認いただいたものといたします。 

 

３．教育長事務報告 

〇教育長 長尾明美君 

続いて、教育長事務報告についてです。１０月２５日から１１月２９日までの事務に

ついて記載をいたしました資料を事前にお配りさせていただきました。内容等に御質問

等がありましたら、お願いいたします。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、教育長事務報告を終わらせていただきます。 

 

４．議事 

（１）議案第４０号 令和３年度行橋市一般会計補正予算に対する意見の申出について 

（２）議案第４１号 令和４年度行橋市一般会計当初予算に対する意見の申出について 

〇教育長 長尾明美君 
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それでは、本日の議事に入らせていただきます。 

議案第４０号 令和３年度行橋市一般会計補正予算に対する意見の申出について、議案

第４１号 令和４年度行橋市一般会計当初予算に対する意見の申出については、３月定

例議会に先立っての審議となりますので、非公開にて進めたいと思います。御異議はあ

りませんでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

では、議案第４０号と４１号は、非公開とさせていただきます。非公開のため、その他

事項が終了した後に審議させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

（３）議案第４２号 行橋市生涯学習推進計画策定委員会設置条例の制定について 

〇教育長 長尾明美君 

では、議案第４２号 行橋市生涯学習推進計画策定委員会設置条例の制定について、御

説明をお願いいたします。 

増田課長、お願いします。 

〇生涯学習課長 増田昇吾君   

資料の４４ページをお願いいたします。議案第４２号 行橋市生涯学習推進計画策定

委員会設置条例の制定について、御説明させていただきます。 

教育基本法第１７条第２項の規定に基づきまして、本市における高齢化・情報化等の

多様な変化に対応した生涯学習に関する施策及び事業を策定いたしまして、市民一人一

人の方が生涯を通して学び続けることができる社会を実現するために、行橋市生涯学習

推進計画を現在策定しております。この計画が令和４年度に終期を迎えるため、第２期

計画を策定するにあたりまして、策定委員会を設置するための条例を制定するものでご

ざいます。 

主な内容といたしましては、組織といたしまして、学識経験者、公共的団体等の関係

者、各種団体の代表等で構成する１３人以内の委員、任期といたしましては、生涯学習

推進計画の策定完了の日までといたして、施行は令和４年４月１日からとしております。  

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇教育長 長尾明美君 

説明が終わりましたが、何か御質問、御意見等がありましたらお願いします。 

村上委員、お願いします。 

〇委員 村上信哉君 

これはちょっとよく分からなかったのですが、国からの要請ということでしょうか。 

〇教育長 長尾明美君 

増田課長、お願いします。 
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〇生涯学習課長 増田昇吾君 

直接的には国から指導等があって策定するものではなく、各自治体において任意で策

定しているものになっております。また、近隣の自治体、北九州市等も含めまして、以

前より生涯学習分野、幅広いということもありまして、きっちり、こちらで言いますと

生涯学習、スポーツ振興、文化振興等を含めて、生涯学習の全体的なところの計画を作

るべきだというのがございまして、平成２５年度より第１期を策定いたしているところ

です。 

〇委員 村上信哉君 

生涯学習は、すごく私は大事だと思っていますので、ありがとうございます。 

〇教育長 長尾明美君 

その他、ありますでしょうか。 

金澤委員、お願いします。 

〇教育長職務代理者 金澤精子君 

きょうのは、これは条例のための提案のようですが、策定委員会が始まった場合、昨

日、学校基本振興計画、これと生涯学習が本当に同時に進まなければならないという部

分が多かろうと思いますので、そこはどうぞよろしくお願いいたします。  

〇教育長 長尾明美君 

他にありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、では、採決をさせていただきます。 

議案第４２号について、承認することに御異議はありませんでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

御異議ありませんので、承認することといたします。 

 

（４）議案第４３号 行橋市指定学校変更取扱規則の一部を改正する規則の制定につい

て 

〇教育長 長尾明美君 

続いて、議案第４３号 行橋市指定学校変更取扱規則の一部を改正する規則の制定に

ついて、御説明をお願いいたします。 

川中課長、お願いします。 

〇学校管理課長 川中昌哉君 

学校管理課です。それでは事前にお配りしております資料４９ページを引き続きよろ

しくお願いいたします。 

議案第４３号 行橋市指定学校変更取扱規則の一部を改正する規則の制定について、
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説明をさせていただきます。 

児童生徒が通学しております指定学校、こちらの変更につきまして、この取扱規則の

見直しを本年５月の定例教育委員会において、その内容について基準の見直し、改正に

ついて説明をさせていただきました。 

次のページの５０ページで提案理由を挙げておりますが、指定学校変更取扱規則、こ

の基準見直しに際しまして、年度途中で取り扱いが異なる対応となることがないように

するため、来年度の就学予定者、令和４年度から小学校・中学校新１年生となる者に対

しまして、変更申請の受付を始める本年の１０月から新規則の基準を適用し、現時点で

学齢児童生徒につきましては、令和４年度から取扱いの異なることのないように新年度

から適用するものとしております。 

今回の改正で、令和４年４月１日でこの旧規則を廃止させていただきまして、学齢児

童生徒に対する基準を新基準に移行するものでございます。 

施行期日につきましては、旧規則を廃止する令和４年４月１日となっております。 

簡単ではございますが、説明については以上になります。 

〇教育長 長尾明美君 

説明が終わりました。この件について、何か御意見等がありましたらお願いします。 

（「ありません」の声あり） 

では、承認することに御異議はありませんでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

御異議がありませんので、承認することといたします。 

 

（５）議案第４４号 人事案件について 

〇教育長 長尾明美君 

続いて、議案第４４号 人事案件について、御説明をお願いいたします。 

木村センター長、お願いします。 

〇防災食育センター長 木村君彦君 

５５ページになります。防災食育センターの人事案件といたしまして、１２月１日か

ら会計年度任用職員の学校給食調理員として１名を新規採用することについて提案をい

たします。説明は以上でございます。 

〇教育長 長尾明美君 

説明が終わりました。御質問等はよろしかったでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

では、ないようですので、これより採決いたします。 

議案第４４号について、承認することに御異議はありませんか。 
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（「ありません」の声あり） 

御異議ありませんので、承認することといたします。 

 

５．報告事項 

（１）報告第３２号 人事案件について 

〇教育長 長尾明美君 

では、報告事項に入ります。 

報告第３２号の人事案件について、説明をお願いします。 

𠮷本課長、お願いします。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

それでは、教育総務課から資料の５６ページをお願いします。 

教育委員会事務局職員の人事案件といたしまして、３点ございます。１点目、１０月

２６日に１１月１日付けの人事異動の内示がございました。内容につきましては、次の

５７ページに記載をしております。教育委員会に関係をいたします者として３名が対象

となっておりまして、左側にお示しをしておりますように、１名が教育委員会から市長

事務部局へ出向、右側にお示しをしておりますように、１名が教育委員会内での異動、

１名が市長事務部局から教育委員会へ出向ということになっております。詳細は後ほど

御確認をお願いいたします。 

再度５６ページに戻っていただいて、２点目といたしましては、教育総務課に所属し

ております職員につきまして、１０月２３日から３１日まで、地方公務員法の規定に基

づきまして、分限休職ということになっておりましたけれども、１１月１日から１２月

１４日までの休職期間の延長の発令を行ったものでございます。 

３点目は、防災食育センターから御説明をいたします。 

〇教育長 長尾明美君 

木村センター長、お願いします。 

〇防災食育センター長 木村君彦君 

１１月１１日から会計年度任用職員を学校給食調理員として、１名を新規採用するこ

とについて報告いたします。以上でございます。 

〇教育長 長尾明美君 

ただいまの人事案件について、御質問等がありましたらお願いします。 

（「ありません」の声あり） 

よろしいでしょうか。 

 

６．その他 
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（１）定期学校訪問（後期）について 

〇教育長 長尾明美君 

では、その他に入らせていただきます。 

定期学校訪問・後期についての御説明をお願いいたします。 

𠮷本課長、お願いします。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

それでは、教育総務課から引き続き御報告をいたします。資料の５９ページになりま

す。 

今月５日と８日の２日間で中期の定期学校訪問をさせていただきました。御参加いた

だきましてありがとうございました。こちらの表の一番下になります、次回後期という

ことで来年１月２４日、２５日の２日間で、後期の学校訪問をしたいと思っております。

お忙しいと思いますけれども、スケジュールの調整と御参加のほど、よろしくお願いい

たします。以上でございます。 

〇教育長 長尾明美君 

説明が終わりましたが、御質問等よろしいでしょうか。 

金澤委員、お願いします。 

〇教育長職務代理者 金澤精子君 

椿市小学校を、少し時間を短くしてあげてください。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

そうですね、椿市小学校につきましては、昨年度の御指摘も踏まえまして、時間のほ

うは少しコンパクトにしたいと思っております。 

〇教育長職務代理者 金澤精子君 

よろしくお願いします。 

〇教育長 長尾明美君 

こちらこそ、よろしくお願いします。 

 

（２）その他 

〇教育長 長尾明美君 

その他についてですが、何かございませんでしょうか。 

井上係長、お願いします。 

〇教育政策係長 井上尚史君 

教育総務課からですが、先ほど総合教育会議の中でも行橋市教育振興基本計画第２期

について様々な御協議をいただきまして、ありがとうございました。その際、市長のほ

うから学力の向上の点とＩＣＴの活用、ＡＬＴの活用という３点を重点的に御協議いた
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だきました。 

教育振興基本計画は、３点以外にも様々な点で教育に関するところを記載させていた

だいておりまして、教育委員の皆様から御意見をいただく場面がちょっとございません

でしたので、今回、教育委員会会議の中で、その他事項で、その他御意見があればとい

うことで、お尋ねさせていただきます。 

〇教育長 長尾明美君 

行橋市教育振興基本計画について、何か御意見とか御感想とかも含めてあれば、お願

いしたいと思います。 

では、村上委員から、皆さん、順番にお願いします。 

〇委員 村上信哉君 

では、少しだけ。特に質問とかではないんですけれども、この体系図の中で、前はた

ぶんスポーツ振興と文化芸術というのが一緒になっていたものを、今回分けてくださっ

たという話を聞いたので、変な言い方ですけどとても良かったなと。 

一緒くたにするよりも、やっぱり文化面とスポーツ面というふうに分けて、それぞれ

を充実させていくというのはありがたいなと思いました。以上です。 

〇教育長 長尾明美君 

ありがとうございます。 

金澤委員、お願いします。 

〇教育長職務代理者 金澤精子君 

私は、生涯学習課で読書活動推進、それで乳幼児からの、何と言いますか、小さい子

どもたちのところでデータを取りたいと書かれてあるけれど、私は、やっぱりここはリ

ブリオの成果みたいなかたちのデータ取りのほうが妥当じゃないかなと思ったので、御

検討ください。 

それと、青少年の健全育成で、軽犯罪を起こした子どもの数を１６人から１１人とい

う指標を出しているけれど、ここでこういう出し方よりも、やはり青少年育成のために、

以前はそのためのボランティアの活動の指標を出されていたけれども、それをここに替

えられた理由というのはきっとおありだと思うんですけども、そこをお聞かせ願いたい

ことと、私はよい方向に持っていこうとする指標のほうが励みがあるかなと思ったので、

ちょっと後でお聞かせください。 

それと、文化の歴史のところで連歌に焦点を当ててくださっているけれど、ここは連

歌が妥当だったのか、もう他にはないのかとか、ちょっとそれも考えたので、御意見を

ください。 

それから４７ページの文化財拠点施設に対する認知度。これも文化課のほうだと思う

んだけれども、これってどんな施設を対象にしているのかなというのを、ちょっと後で
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教えてください。 

それから、そこの指標の重点取組１４の１、文化芸術地域活性化事業の充実で、文化

芸術地域活性化事業参加者における満足度を指標にするのか、参加者数を指標にするの

か、満足度にされた意図があるんじゃないかと思うので、お聞かせください。 

後は、数値は妥当な数値を持っておいでているんだろうと思ったので、それだけです。

すみません、しっかり読んだので、お聞かせください。 

〇教育長 長尾明美君 

では、生涯学習課からいいですか。増田課長、お願いします。 

〇生涯学習課長 増田昇吾君 

生涯学習課より御説明させていただきます。 

まずは一番初めに御意見ということでありましたが、４２ページのリブリオ行橋の活

用等で生涯学習課といたしましても、やはり読書活動というのはですね、幼い頃より身

をもって体験していかなければ、なかなか大人になって活字をいきなり読むとなっても

難しいところがあるというところもございまして、４カ月健診のブックスタートをまず

はスタートとして、その後、お子様たちに読書リーダーの育成も含めまして、また学校

のほうの図書司書さんとも連携を図りながら、幼少の頃から読書活動に携わっていただ

いて、中学生・高校生になった段階でも、せっかくリブリオ行橋という読書の拠点もつ

くらせていただきましたので、そちらのほうの推移を、まずは確かめたいというところ

がございましたので、初めのスタート、５年というところでは、まずここに重点を置き

たいという判断のもと、１０代以下の図書貸出者率を指標とさせていただいております。 

〇教育長職務代理者 金澤精子君 

その件、分かりました。子どもたち、学校では読書率、上がっているんですよ。それ

とか、ゆっくんで借りたりとかしているけど、なかなかリブリオまで足を運ぶことは、

大人の読書環境が伴わないと数値が上がらない。２５パーセント、大丈夫ですか。 

〇教育長 長尾明美君 

増田課長、お願いします。 

〇生涯学習課長 増田昇吾君 

この２５パーセントというのが以前の図書館をしていた時の、ある程度最大値的なと

ころから目標を設定しておりますので、とてもかけ離れた数字というところではござい

ませんので、あくまで目標としては２５というところでさせていただいております。 

〇教育長 長尾明美君 

 辛嶋部長、お願いします。 

〇教育部長 辛嶋智恵子君 

すみません、ちょっと補足です。今ですね、金澤委員よりリブリオがあるならリブリ
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オの活用についてもちゃんと見るべきじゃないか、というふうなところをいただきまし

たけれども、いま教育振興基本計画のほうで、指標は大きいところを示させていただい

ておりますけども、これを達成するためのＫＰＩというか、もうちょっと細かいところ

の指標というのは、年度別に、ちゃんとチェックをしていくようにというように考えて

おりまして、ちょっとこのテーブルの中には見えるかたちにはしていないんですけれど

も、例えばリブリオ行橋でございましたら来館者数を毎年毎年チェックしていって、や

はり令和８年度に向けても来館者数を上げていく、増やしていくというところも、この

下のところの目標数値として持ったうえで、今ここの児童生徒の貸出者数というところ

を見ております。 

〇教育長職務代理者 金澤精子君 

説明は、よく分かりました。 

〇教育長 長尾明美君 

では、青少年の関係も増田課長、お願いします。 

〇生涯学習課長 増田昇吾君 

青少年育成の目標指標なんですが、こちらはですね、近年コロナの関係で実際この街

頭補導活動や様々な活動が自粛・縮小というかたちで、なかなか思うように進まない状

況がまずございました。それと、ちょっと今回まだ修正前というところで、１５人とい

うかたちで令和２年度の実績を記入させていただいているんですが、１５人が速報値と

なっておりまして、確定数で今２３というところで、ちょっとこのコロナ禍におきまし

て逆に急増しているというところもございます。 

先ほど部長からもありましたが、あくまで全体的な指標としてこの少年の検挙補導数

というところを置いておりますが、別途、街頭活動や各団体の運動を推進していって、

そこら辺を継続的に進めていくことで、最終的にこの目標値を達成していこうというか

たちで指標を定めさせていただいております。 

〇教育長 長尾明美君 

 桃坂委員、お願いします。 

〇委員 桃坂克己君 

私も、これ読んでいて気になったんですけども、やはりこういった指標は見えるとこ

ろに出すべきではないんじゃないかなというのが意見です。じゃあ１５人を１１人に減

らしました、じゃあ１１人はいいのかという論議にもなり兼ねないんじゃないか。内部

としてはある程度減らしていこうよというのは必要かもしれないけれど、ちょっと如何

なものかなというのは感じました。こういった目標だったら本来ならばゼロが数字とし

て出てくるところだと思いますので。 

〇教育長 長尾明美君 
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増田課長、お願いします。 

〇生涯学習課長 増田昇吾君 

実際にこちらの活動をされている行橋市青少年市民育成会議のほうと協議のうえで数

値目標を定めたところではございますが、また事務局のほうで検討させていただいて、

どういうかたちが適正なのかということも踏まえまして、改めて協議させていただきた

いと思います。 

〇教育長 長尾明美君 

では、青少年のところは、要検討ということで。 

では、文化課、お願いします。 

〇文化課長 丸山剛君 

文化課です。４５ページの施策１１、地域の誇るべき歴史・伝統文化の継承と普及の

中で、連歌が妥当なのかという御指摘についてでございます。 

現状と課題、そして施策の方向性の中で取りわけ連歌、そして神楽ですね、ここら辺

を現状力を入れていく。そして今後も力を置いて取り組みを進めていくというかたちに

しております。連歌につきましては行橋市が全国唯一、室町時代からずっと奉納連歌と

いうかたちで絶えることなく継承されている都市ということで、我々文化課といたしま

しては、伝統文化の中でもこの連歌というのを一番重要というふうに捉えて、いま主体

的に市民対象の連歌講座、そして実行委員会形式ではありますけれども毎年一回の連歌

大会を開催しているところであります。そういう意味で目標指標、主体的に文化課で取

り組んでいくというところで、連歌を設定させていただいているところでございます。 

そして、同じく神楽につきましても、豊前神楽というかたちで市内四つの継承団体に、

間接的な補助金等を支出しています。こちらは国の重要無形民俗文化財になっておりま

すので、地域のいろんなお祭りだとか伝統行事も大事にしていきますけれども、その中

でも国の重要文化財である豊前神楽というところ、その二つについては取り分け大事に

して、重要施策として取り組んでいきたいというところでございます。 

それから４７ページのところで、施策の１３番、歴史や文化財を活かした地域づくり

の推進の指標が、文化財拠点施設に対する認知度というかたちになっております。この

対象施設でございますけれども、その少し上にあります重点取組の取組内容のところに

記載がございますけれども、文化財施設の中で歴史資料館と旧百三十銀行行橋支店、そ

れから守田蓑洲旧居、こちらの３施設を我々行橋の文化財の拠点３施設というかたちで

取り組みを進めておりますので、この指標については、この３施設の認知度を図るとい

うかたちにしております。 

そして最後に４８ページになります。市民が文化芸術に接する機会の拡充、１４番施

策の指標として、文化芸術地域活性化事業参加者における満足度で設定をしております。
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これは、主にいま取り組みを進めておりますのが、ゆくはしビエンナーレ事業というか

たちが主体になろうと思いますけども、数のほうは、我々今までずっとビエンナーレの

本展の市民投票、そして関連イベントであるワークショップとかアートフォーラム、ま

ちなかオブジェというところで数は掴んでいて、数千人規模で参加をいただいておりま

すけれども、果たして参加してくださった方々が、この一つ一つのイベントについてど

ういうふうに思っているのかというところの意向調査を今まで取ったことがございませ

んでしたので、これからは、参加者は当然増やしていきたいと思いますけれども、それ

と併せて今の施策の方向性として市民ニーズに沿ったかたちで進んでいるかというかた

ちで、満足度を図りたいというふうに考えて、設定させていただいております。以上で

す。 

〇教育長 長尾明美君 

 よろしいですか。 

〇教育長職務代理者 金澤精子君 

２番目の質問は読んでいなくて、すみません。 

〇教育長 長尾明美君 

 水谷委員は、いかがでしょうか。 

〇委員 水谷知子君 

この計画の内容が広く周知していただけるような発信をしていただけたらいいかなと

思います。 

今回、これまでの目指す子ども像とかも変わっておりますので、策定委員会で審議を

重ねて、アンケートの結果から新たな子ども像を定められたということなので、地域の

方や保護者、子どもたち、皆がこの子ども像を覚えていただけるように周知していただ

けたらいいかなと思います。ありがとうございました。 

〇教育長 長尾明美君 

 では、最後に桃坂委員、お願します。 

〇委員 桃坂克己君 

以前のを見させてもらった中で、すっきりしたなという印象を持っています。 

後いろいろ目標指標を出していただいていますけども、先ほど言われたように細かい部

分、取組分に対してどういったことをやるというのを一度見てみたいなと思います。 

できれば一緒に進捗を図っていけるようなかたちにしていきたいなと思うので、よろ

しくお願いします。 

〇教育長 長尾明美君 

ありがとうございます。 

では、教育振興計画の確認等を終わりたいと思います。 
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では、次回の開催日についての御説明をお願いします。 

〇教育政策係長 井上尚史君 

次回の開催日につきましては、来月、１２月２１日火曜日の１５時からで御都合はい

かがでしょうか。 

〇教育長 長尾明美君 

よろしいでしょうか。 

（各委員「大丈夫です」の声あり） 

では、次回の定例教育委員会の会議は、１２月２１日火曜日の１５時からでお願いい

たします。 

〇教育政策係長 井上尚史君  

会場につきましては、本日と同じ市役所５階の５０１会議室、この会議室で開催させ

ていただきます。資料の締め切りにつきましては１２月７日火曜日まででお願いいたし

ます。 

（１５時３０分） 

 

閉会 １６時２３分 




